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平成 23 年度牧之原市津波避難訓練（夜間の部）について 

 
 

１ 事業目的 

  本年度においては、５月の緊急津波避難訓練をはじめ、総合防災訓練、地域防災 

 訓練など突発的な地震発生時の住民避難行動に焦点を当てた実践的な訓練を通し 

 て、避難経路、避難場所、避難施設などを点検、検証してきた。 

  津波災害に対する意識の高揚を目的に、夜間において避難訓練を実施し、避難場 

 所の再確認や、夜間における避難経路・所要時間の確認を行い、避難行動時におけ 

 る安全性の確保をするものである。（夜間における危険箇所の確認、懐中電灯等の 

 非常持出品の確認等） 

 

 

２ 事業概要 

  別添、平成 23年度牧之原市津波避難訓練（夜間の部）概要のとおり 

 

 

３ 日時、場所、対象、情報伝達の範囲 

 ・実施日：平成 24年３月６日（火） 午後 7時 00分～午後 8時 15 分 

 ・対 象：津波危険予想地域（静波、細江、川崎、相良、福岡、波津、須々木、 

      大沢、菅山、大江、片浜、落居、地頭方、新庄、遠渡） 

 ・情報伝達の範囲：各区民 

 

 

４ 訓練内容 

 ・午後 6時 30分   事前広報（同報無線） 

 ・午後 7時 20分   地震発生（サイレン 1分間吹鳴）＜避難開始＞ 

 ・午後 7時 23分   大津波警報発令（サイレン・同報無線） 

 ・午後 7時 40分以降 自主防本部設置状況報告（市地区担当班へ） 

 ・午後 7時 50分以降 避難状況報告（訓練完了報告:市地区担当班へ） 

 ・午後 8時 15分ごろ 訓練終了 

 


